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【槻木保育所の運営状況】 

 

槻木保育所の令和７年４月１日時点の運営状況については、下記のとおりです。 

 

１．保育所名　　　槻木保育所 

 

２．所 在 地　　　住所：柴田町槻木下町２丁目６－31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．認可年月日　　昭和 26 年 12 月 25 日 

 

４．敷地面積　　　3,407.00 ㎡ 

 

５．施設概要　　　延べ床面積　1,007.22 ㎡、建築面積　1,128.61 ㎡ 

　　　　　　　　　構　　造　　鉄筋コンクリート造　１階建 

　　　　　　　　　屋外遊戯場　2,399.78 ㎡ 

 

６．開 所 日　　　月曜日から土曜日まで（原則として、休日、12 月 29 日～１月３日　　　　　　

を除く。）。 

 

７．開所時間　　　午前７時 30 分～午後６時 30 分 

槻木保育所

拡大図

槻木保育所

保育所建設予定地及び 
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８．認可定員　　　100 人（令和７年４月１日） 

　　　　　　　　　※０歳児は、生後満６ヶ月から受け入れています。 

 

10．職員配置　　【正職員】　１４人 

所長１人、主任保育士２人、保育士８人、再任用保育士１人、 

再任用事務職１人、主任技能員（調理師）１人、 

栄養士（兼任）１人 

【会計年度任用職員】　２５人 

　　　　　　　　　保育士パートタイム１６人、保育補助員４人、調理補助員４人 

用務員１人 

【嘱託医（委嘱）】 

　　　　　　　　　内科：おおぬま小児科、歯科：おたべ歯科クリニック 

 

11．延長保育　　　保育標準時間（11 時間）：18：30～19：00 

保育短時間（８時間）7：30～8：30 及び 16：30～18：30 

※延長保育料として月額 2,000 円を設定しています。 

 

12．特別保育　　　生後 10 か月児から就学前児童（幼稚園・保育所等に入園していない

児童）を対象に一時的な預かり事業を実施しています。 

【特定保育事業】 

・就労、職業訓練または就学などの対応で週２・３日程度利用。 

・定員：1日当たり６人程度 

【一時保育事業】 

・出産、看病、冠婚葬祭、リフレッシュ等、緊急一時的な利用。 

・定員：1日当たり２人程度 

※利用時間　８：30～15：30 

※特定・一時保育料金として日額 1,100 円 

※給食費　３歳未満児　日額 360 円、３歳以上児　日額 230 円 

 

13．保育目標　　　・健康で明るい子 

・頑張る強い子 

・思いやりのある素直な子 

 

14．保育の特色　　【健康保育】 

天気の良い日は戸外に出て水や土に親しみ、恵まれた環境を最　　

大限に利用しながら保育を進めていく。また、年間を通して薄着

で過ごし、子ども達の健康増進を図る。 

 

年齢別 

定員

０歳児 ３人 4歳児 ２５人

 １歳児 １２人 ５歳児 ２０人

 2 歳児 １５人
特定・一時

８人 

（定員別枠） 3 歳児 ２５人
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【縦割保育】 

異年齢児が一緒に活動したり行事に参加したりしながら協調

性を養うとともに、年長児から未満児までの家庭的な雰囲気の

中で「いたわり」や「思いやり」のある心豊かな人間になるよう

に保育を進めていく。 

【統合保育】 

健常児と障害児をともに保育し、それぞれの個性を認め合いな

がら、お互いの豊かな心身の成長をはかっていく。 

【地域交流保育】 

保育所と地域の高齢者との共同活動（運動会や季　　節的行事）

などの活動を通し、ふれあいや交流を深め、子ども達の健全な発

育、発達を促していく。 

 

15．主な行事　　　春：入所式、図書館見学、サッカー教室 

夏：七夕まつり、夏まつり、プール遊び、水のカーニバル 

秋：運動会、体育教室、お楽しみ会、絵画教室、七五三お祝い会 

冬：もちつき会、豆まき会、ひな祭り会、お別れ会、修了式 

その他：保護者会（保育参観）・健診・避難訓練・引き渡し訓練 

 

16．地域活動事業　・入所児の祖父母や地域のお年寄りとの交流を目的とする事業 

（いきいきサロン、ケアホーム慰問、発表会への招待など） 

 

17．給　　食　　　・区分：施設内調理 

・食材：地元業者から購入。国産のもの・添加物の少ないものを

中心に選定。 

・献立：旬の食材を取り入れ、子どもの味覚・咀嚼力、成長発達を

育むように保育所給食計画を基に町栄養士がメニューを作

成。 

・調理形態：成長発達にあわせて、栄養価を考え、形状・硬さ・

味付けなどを工夫し、基本手作りで提供 

・行事食：七夕、七五三、ひなまつりなど 

・おやつ：手作りメニュー 

・食物アレルギー対応：「医師の診断による生活管理指導表」に　

基づき対応。原因食物の完全除去を基本 

・食事環境：各年齢に合った食育の取組みなど 

・食育：基本として保育施設業務支援アプリによる電子献立表の

配信、必要に応じて紙ベースでの献立表の配布を併用、裏

面は給食だよりとして活用 

・給食時間：乳児･･･11時10分から（年齢に合わせて） 

幼児･･･11 時 40 分から（年齢に合わせて） 


